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（一社）山梨県サッカー協会 4 種委員会 

2026 令和 8 年度 第 1 回理事会 議事録 

 

〈会議の名称〉 

理事会 

〈会議の日時〉 

2026 年４月１７日（金）午後７時～9 時 

〈場所〉 

押原公園管理棟 ２階 会議室 

〈出席者〉 

◇鈴木和幸委員長（甲府） ◇窪田圭司副委員長（峡北）◇中込和義副委員長（峡中） 

◇三澤純副委員長（郡東） ◇近藤暁副委員長（郡南） ◇高根啓介理事（郡南）   

◇戸田昭人理事（峡中）  ◇三宮茂之理事（峡中）  ◇廣瀬幸司理事（峡東） 

◇野口徹理事（郡東・フットサル）◇野村善仁理事（甲府）  ◇神取一弘理事（甲府） 

◇沼中秀司理事（峡東）  ■平賀 潤理事（峡北）  ◇佐藤勇人事業運営部長 

◇大森 充審判部長    ◇佐野 新技術委員長   ■横森潔キッズ部長 

◇清水たけみ女子担当 

（◇出席■欠席） 

 

進行：近藤暁副委員長     議事録 郡内南 高根 啓介 

 

１ 委員長挨拶 

２ 報告事項 

(1)専門部・委員会報告 

【事業運営部】：無し 

【審判部】：無し 

【技術部】：4 月 25 日より県トレセン活動開始。 

【広報部】：無し 

【キッズ部】：無し 

【フットサル部】：無し 

【リーグ運営委員会】：無し 

【女子 U-12 担当】：峡中ガールズが参加 

【リスペクト担当】：無し 

 

(2)その他 

 

（3）関東 4 種委員長会議 3 月 14 日（栃木県佐野市 JA 全農杯関東大会） 

(ア)  2026 年度組織役割分担：※大久保氏（千葉）が退任との連絡有り。 
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・委員長：大山（埼玉） 副委員長：小野（神奈川）、大久保（千葉） 

・規律裁定：山崎（群馬）、鈴木（山梨）  

・事務運営：久々宇（栃木）、大山（茨城） 

・財務：石神（東京） 

・技術：中丸（神奈川）、審判：柳沢（茨城）、ウェルフェア：塚田（神奈川） 

 

〇関東事業へのマッチ WO の FA 派遣担当について 

・派遣は 1 名（宿泊交通費は FA 負担・手当は大会運営予算） 

2026/09 関東大会(成田市)：神奈川、山梨、栃木、東京 

2027/03 JA 全農杯(佐野市)：群馬、埼玉、千葉、茨城 

 

(イ)  JFA ゲーム環境タスクフォース U12 関係の意見集約・・・（別紙） 

・補欠ゼロの理念は支持する 

・3 ピリ制の即時導入には慎重。段階的導入を提案 

・当面は前後半制＋全員出場レギュレーションを推奨 

・エントリー人数は 12〜14 名を軸に再設計する方向が有力 

・A/B/C 方式は 3 ピリ制の有力な代替案として検討価値あり 

・全国基準は必要だが、地域差に応じた柔軟性も確保すべき 

・JFA に対しデータ整備と説明責任を重視し、エビデンスに基づく制度設計を求めていく。 

 

(ウ)  日刊スポーツ主催の日中韓交流について 

・JA 全農杯全国大会ベスト 4 及び中国・韓国からそれぞれ 2 チーム 

・2027 年 1 月に千葉夢フィールドでの開催を計画している 

・千葉 FA 大会もあるため関東 4 種の協力を求めている：人員、審判への協力 

 

(エ)  情報共有  シャイニングリーグについて 

・シャイニングリーグについて、現在、ＪＦＡが行っているゲーム環境の検討の影響から「全国大会

が中止になる」という噂もあり、各都県において全国大会に出場しているようなチームが中心と

なり私設リーグを立ち上げる準備を行っている。 

 

(オ)  JFA：クラブウェルフェアオフィサー義務化の制度検討の進捗について （別紙） 

・義務化の時期については来年度以降、 

・今年 JFA と SCP ジャパンがコラボしたＷｅｂ研修を実施する予定 

  

（4）山梨 FA 理事会 

(ア)  2026 年度理事 

・顧問：渡邉玉彦、海野一幸 

・会長：松坂浩一 

・副会長：小林幸次（規律フェアプレー） 
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・副会長：秋山雅門（専務理事・JFA 評議員） 

・副会長：長田和仁（新任） 

・他新任理事 

・土屋政隆（審判）、    佐野一記（技術）、  伊藤辰美（地域協会）、・相澤正仁（自治体）、 

・定月 亮（医事）⇒理事としない 

 

(イ)  令和８年度第 1 回理事会・総会：６月２４日（水）を予定 

 

３ 協議事項 

(1)  ニッサングリーンカップ総括・・・・（別紙） 

・別紙のとおり報告された 

 

(2)  nanahoCup 山梨県 U-12 サッカー大会について・・・・(別紙) 

(ア)  要項他 確認事項 

① 会場協力金として各チーム 1,000 円を徴収する。 

② ２チームエントリーは 5,000 円を徴収する。 

 

(イ)  nanahoCup 開会式について 

①・2026 年 5 月 10 日(日) 

・小瀬補助競技場  役員集合 7 時（開門 7 時 小瀬打合せ） 

・開会式 8 時 30 分～９時  チーム受付は 7:30～（プログラム通りに変更） 

・出場選手は全員が対象とし、整列は基本ユニフォームで天候により調整する。 

・競技上の注意 大森 充 審判部長 

・運営上の注意 佐藤 勇人 事業運営部長 

・選手宣誓：フォルトゥナ U-12（主将〇〇〇）チームへ依頼する。 

・クラフツマンシップ旗入場 4 名 （担当〇〇〇） ふりがな 当日打合せ 

・来賓駐車場所確保 第 2 駐車場 七保様分 2 台  

 

② 受付後 

・選手はピッチ内にあるプラカードに整列する（整列順は予選リーググループ順） 

・昨年優勝チームは中央に位置する。 

・保護者は会場南側の「観音開き門」より入場してもらう。 

・開会式終了後の会場移動注意点 

・小瀬会場の試合コート準備などは開会式終了後に行う 

③ 開会式会場設営 

【役員】 

・チーム受付 テーブル 椅子 参加チーム受付簿 

・テーブル×２ ・椅子×適宜来賓用 

 



 4 / 7 
 

【事業運営部】 

・横断幕 ・社旗掲示(フェンス) ・プラカードの配置 ・選手整列 マーカー（停止場所） 

・行進誘導合図 

・YBS 事業局仲島氏と打ち合わせ 

 

(ウ) 大会 3 日目 6/7(日) 決勝トーナメント 1・2 回戦会場 

①会場確保 

・YSKe-com シルク 2 面 

・長坂総合 G 2 面 

・運営は、会場責任チーム 

 

(エ) 大会 4 日目 6/14(日) 準々決勝・準決勝 会場 

① 会場確保 

・小瀬補助競技場 2 面 

・長坂総合 G 2 面 

② 運営は、役員・事業運営部   集合時間：７：３０  第 1 試合 9:00～ 

③ マッチ WO 実施計画 

④ インプレッシブプレーヤー賞選考 

・今大会で強い印象や、深い感銘を受けた選手に贈られる 

⑤試合球購入 4 個  準決勝から使用 

⑥役員・事業運営部・審判 来賓など人数確認期限 6 月 5 日迄 

 

(オ) 最終日 6/28(日) 3 決・決勝・閉会式 

①会場  

・長坂総合 G 

②運営は、役員・事業運営部  集合時間：８：３０   

・山梨放送様 7 時～準備 中継車両の乗り入れ 

・3 決 10:00～  東コート  アップ場所・ピッチ内練習時間 

・決勝 11:30～  東コート 

・横断幕準備（YBS 持参）西コートに設置ゴール使用 

・放送セット  入場セレモニー 3 決・決勝 

・セレモニー 社旗入場選手 4 名（3 位決定戦出場チームより各 2 名選出） 

・本部テーブル、イス、テント、ドラム電源コード 

・審判 補助審用 机と椅子 

・公式記録者用 机と椅子 

・マッチ WO 用椅子 

・役員・事業運営部・審判 来賓など人数確認期限 6 月１９日迄 

 

③YBS 山梨放送様使用備品 
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・テーブル６、イス 10、テント 2 張り用意 

（賞状・カップ、トロフィー、インプレッシブプレーヤー賞用） 

 

(3)  2026 年度 U-12 リーグについて 

・U-10 リーグ後期の検討「U-9 SSG の導入」について、 

・リーグ運営会議を開催し検討する 

・ 

(4)  ■2024～25 役員分掌について（確認） 

【大会】 

①nanahoCup 第 48 回関東大会予選【峡中】  

②第 10 回山梨県選抜 U-10 大会【郡東】  

③JFA 第 48 回全日本 U-12 選手権【甲府】  

④JA 全農杯関東県予選【峡北】  

⑤第 48 回山梨県選抜 U-12【郡東】  

⑥第 6 回内藤ハウス U-10 大会【郡南】 

⑦第 41 回ニッサングリーンカップ【峡東】  

⑧なでしこカップ【女子担当】 

・上記８事業を「地区理事」が担当し、大会運営を円滑に進める事を目的とする。 

・内容（大会要項の作成、会場確保計画、抽選など） 

 

【理事会議事録】 

・地区持ち回りにて議事録を作成していただきます。 

・2026 年度①郡南 ②峡北 ③峡中 ④甲府 ⑤峡東 ⑥郡東 ⑦郡南 

 

【定期総会議長選出】 

・2027 年度：郡南、以降は峡北・峡中・甲府・峡東・郡東に順になる 

・２０20：小笠原氏、2021：藤田氏、202２：平賀氏、「２０２３峡中」20２３：宮澤氏、 

・２０２４：村松氏、・2025：三宮氏(峡中)、2026：佐藤氏（郡東） 

 

(5)  2026 年度会計について 

・各専門部の会計で提出書類及び監査報告をお願いいたします。 

・出納簿・領収証の提出、専門部監査の確認を得ること。 

 

(6)  大会要項及び競技会規則の明確化・・・・（別紙） 

・内容確認 

・合同チームの扱いについては今後も協議が必要 

 

(7)  4 種審判員研修・8 人制サッカーと 1 人審判（主審 1 名と補助審判） 

・U-12 リーグを利用した研修の実施 
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(8) リスペクト・フェアプレーの推進 

・JFA：クラブウェルフェアオフィサー義務化の制度検討の進捗について 

・今後の取組みを進めていく 

 

(9)  少子化・競技人口の増加の為の取組み 

・ワーキンググループを創設し取組む 

 

(10)  チーム登録時の C ライセンス扱いについて（確認） 

・チーム登録時に公認指導者ライセンス保持者が必要となる 

・現在、C 級ライセンス保有者が無しで登録されているチームは 1 チーム。 

・取得費用、取得にかかる日数など、ハードルが高い事は懸念される。 

・JFA の規定として要求されてはいないが、必要性を周知、理解してもらいながら、 

 取得を促していく必要がある。 

 

(11)  暑熱下の活動（＋落雷事故防止）について 

・4 月下旬から 5 月においても夏日となる日が増えてきている、熱中症の予防する行動が必要とな

ることから、昨年同様 4 種委員会より通達を行う。 

・試合時だけでなく、練習時にも熱中症対策、落雷などから身を守る対策を講じていただき、危険な

状況下でのサッカーの活動は躊躇（ちゅうちょ）なく中止・延期等の判断をしていいただく。 

 

(12)  ヴァンフォーレ甲府ホームゲームへの協力 

・明治安田 J2・J3 百年構想リーグは 1 回のみ （3/14 いわき戦） 

・J2 リーグ 8 月８・９日開幕、ヴァンフォーレ甲府ホームゲームは、8/15(土)又は 8/16(日) 

・発表後共有する 

 

(13)  その他 

(ア)  4 種事業運営費について 

・昨年（R7 年度）は一昨年（R6 年度）から、収入が\413,000 減少しており、 

特別会計から補填している。 

・主な要因：チーム数の減少、天皇杯還付金の大幅減、YFA 補助金の減額など。 

・本年度（R8 年度）も赤字となる可能性が高く、このままでは 4 種事業運営に 

支障が出る事は明白。 

・チーム登録料の見直し、選手登録料の見直し、4 種事業大会への参加費の徴収等、各地区

にて意見交換し、地区理事でまとめる。 

・地区に開示する資料は、別途連絡。 

 

(イ) 今後の予定 

・7/10（金）  第 2 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 

・8/21（金）  第 3 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 
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・9/19（土）  4 種委員会評議員会 会場未定 

・10/30（金）  第 4 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 

・ 1/8（金）  第 5 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 

・ 2/５（金）  第 6 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 

・ 3/１２（金）  第 7 回理事会 押原管理棟 2F 会議室 19～21 時 

 

 ２０２６年 4 月 19 日 

議事録担当：①郡南 ②峡北 ③峡中 ④甲府 ⑤峡東 ⑥郡東 ⑦郡南 

議事録作成：郡内南地区 高根 啓介 


